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イントロダクション

1. イントロダクション

クレーマーエレクトロニクスへようこそ！ 1981年以来、クレーマーエレクトロニクスは、日々プロ

フェッショナルビデオ、オーディオ、プレゼンテーション、および放送の広範囲な課題に対して、
ユニークで、創造的で、最適なソリューションの世界を提供して参りました。 近年、従来のライ
ンナップのほとんどを再設計し、アップグレードし、更なる最高を作り上げました！1,000機種を
超える各製品は、現在機能別に11グループ1に明確に定義されております。

クレーマーVS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックススイッチャーをご購入いただき有難うご

ざいます。この製品は次の用途に最適な製品です：

 プロフェッショナルの放送と制作スタジオ

 送出アプリケーション

パッケージは以下のアイテムを含みます：

 VS-88HDXL 8x8 3GのSD/HD-SDIマトリックススイッチャー

 RC-IR3リモートコントロール(操作マニュアル添付)
 電源コード2

 本ユーザーマニュアル3

2. ご使用にあたって

ご使用の際は以下をお奨めします：

 機器を慎重に取り出した後は、発送などに備えてオリジナルのボックスと包装材は保管し
てください。

 本ユーザーマニュアルの内容をレビューしてください。

 クレーマーの高性能高解像度ケーブル4を使ってください。

1. グループ1： 分配器； グループ2： スイッチャー； グループ3： ルームコントローラー；グループ4： フォーマットコンバーター；

グループ5： 伝送器＆リピーター； グループ6： 特殊AV製品；グループ7： スキャンコンバーター＆スケーラー；

グループ8： ケーブル＆コネクタ； グループ9： コネクタプレート＆コンセントボックス；

グループ10： アクセサリ＆ラックアダプタ； グループ11： Sierra製品

2. 本機器に同梱された電源コードのみを使用されることを推奨します。

3. http://www.kramerjapan.comで最新のクレーマーユーザーマニュアルをダウンロードしてください。

4. クレーマーケーブルの全体リストはhttp://www.kramerjapan.com上にあります。
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2.1 クイック・スタート
このクイック・スタートチャートで基本的なセットアップと操作を要約しました：

ステップ1：機器の設置 -5章をご覧ください

機器をラックにマウントするか、
又は4個のゴム足を底面に

貼ってください

ステップ2：入力と出力を接続します -6章をご覧ください

必要な場合、RS-232制御

ポート and/or RS-485ポー

トを接続してください

最大8入力＆8出力までの

シングルリンクを接続します

ステップ3：電源を投入します

ステップ4：機器の設定 -7章をご覧ください

ステップ3：電源を投入します

ステップ4：機器の設定 -7章をご覧ください

ステップ2：入力と出力を接続します -6章をご覧ください

ステップ3：電源を投入します

ステップ4：機器の設定 -7章をご覧ください

ステップ2：入力と出力を接続します -6章をご覧ください

ステップ3：電源を投入します

ステップ4：機器の設定 -7章をご覧ください

ステップ1：機器の設置 -5章をご覧ください

ステップ2：入力と出力を接続します -6章をご覧ください

ステップ3：電源を投入します

ステップ4：機器の設定 -7章をご覧ください

ステップ5：機器の操作

フロントパネルのボタンやRS-232＆RS422からの操作

またはフロントパネル
のボタンから制御します

機器をリモート
制御します

ご使用にあたって
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1. スタンダードデフィニション(SD)は、インターレースビデオの480本(NTSC)または576本(PAL) から成る、NTSCまたはPAL準拠のビデオ

フォーマットを意味しています。

2. ハイデフィニション(HD)は、アクティブライン720本のプログレッシブまたは1080本のプログレッシブ、又はインターレースラインからなる、ビ

デオフォーマットを意味しています。

3. ソースは、正確に切り換えるためにGENLOCKインプット信号にgenlockされていなければなりません

3 概要

VS-88HDXLは3G HD-SDIとHD-SDIデュアルリンク対応の高性能マトリックススイッチャーです。
ユニットは8入力と8出力間の任意のスイッチング、または4組のデュアルリンク入出力のスイッ

チングを行います。

VS-88HDXLの特長：
• 最高2.97Gbps対応―これによりSD、HD、および3Gのシリアルデジタルビデオ信号

(SD/HD/3G HD-SDI)で使用可能です
• SMPTE259M、292M、424M、および372M(デュアルリンク)準拠と270Mbps、1483.5Mbps、

1485Mbps、および2970Mbpsのデータ転送レートへの対応
• SD信号において350m、1.5GHzのHD信号では140m、3GHz HD信号では120mまでのケーブ

ル補償
• 各入力にはリクロッキングとイコライゼーション、セットアップ状態の保存とリコール、TAKEボ

タンによる複数のスイッチングの同時実行
• Genlockされたビデオ信号をGenlockリファレンス入力のタイミングでスイッチングする機能。

SMPTE RP-168による2値又は3値のGenlock入力でのスイッチング。

VS-88HDXLは19インチ1Uラックマウント可能な筐体に収納されており、電源は100-240VAC共
通のスイッチング電源から供給されます。 ユニットはフロントパネルボタンまたは以下によりコ

ントロールされます。

赤外線リモートコントロールトランスミッター
• 赤外線リモートの延長ケーブルトランスミッター
• リモートでは、RS-232またはRS-485によるシリアルコマンドはPC、タッチスクリーンシステム、

または他のシリアルコントローラによって通信されます。
• イーサネット
• デフォルトでは、VS-88HDXLはクレーマー3000プロトコル によって制御されます(どのようにプ

ロトコル2000と切り換えるかの詳細はセクション7.1.9を、関連するプロトコルコマンドについて
はセクション9.2をご覧ください。)

概要
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最高の性能を実現するために：

• 干渉や不整合による信号品質の劣化、そしてノイズレベルの上昇(低品質のケーブル

と関係します)などを避けるために、高品質の接続ケーブル1を使用してください。

• 信号品質の悪化につながる近隣の電気器具からの干渉を避け、また湿気、過度な日

光、および塵から遠ざけてKramer VS-88HDXLを設置してください。

4 VS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックススイッチャー

図1、テーブル1、およびテーブル2により、VS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックス

スイッチャーを明示します。

1 http://www.kramerjapan.comのウェブサイトから入手可能です

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher
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１ はじめに電源コードを抜いて、そのあとETH リセットボタンを押す間に、再びそれを接続します。 ユニットに電源が入ると工場デフォルト
値をメモリにロードし、記憶されているプリセット値を消去します。

２ オプションです。 VS-88HDXLをリモートコントロールするためにフロントパネル（内蔵）IRレシーバーの代わりに使用することができます。
（内部のIR接続ケーブルのみが取り付けられた場合） （セクション4.1を参照ください）

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher

# 項目 機能

1 IRレシーバー
黄色LEDは赤外線のリモートコントロールトランスミッターからシグナルを受け取ったとき
に点灯します

2 POWER LED ユニットがオンの時に点灯します

3 ALLボタン INPUTボタンに続いてALLボタンを押すと、全ての出力にそのINPUTが出力されます

4 OFFボタン
OFF＋OUTボタンを押すと、出力されていたINPUTを切断します
OFF＋ALLボタンを押すと、全ての出力を切断します
長押しでDualとNormalモードを切り替えます

5 INセレクトボタン
出力する入力を選択します。
IN1からIN5の長押しでGenlockタイミングを変更します（テーブル5参照）

6 OUTセレクトボタン 選択された入力の出力を選択します

7 STO（ストア）ボタン IN/OUTボタンに続いてSTOボタンを押すと現在の設定が保存されます

8 RCL(リコール）ボタン RCLボタンと対応するIN/OUTボタンを押すと不揮発メモリから設定を呼戻しします

9 LOCKボタン
長押しでフロントパネルのボタン操作の有効/無効を設定します。
LOCKとOUT2でプロトコル2000、LOCKとOUT3でプロトコル3000の選択をします

10 TAKEボタン
TAKEボタンを押す毎にコンファーム（CONFIRM）モードとアットワンス（AT ONCE）モード
（1回ごとのユーザー確認は不要）を切換えます

11 7セグメントディスプレイ 出力(各入力の上に番号）に選択された入力を表示します

# 項目 機能
12 GENLOCK BNCコネクタ Genlockソース信号を接続します

13 終端HiZ/75Ωスイッチ 押すと75Ωで終端され、リリースするとルーピングします

14 ループ BNCコネクタ 同じく同期される次の機器のGenlockコネクタに接続します

15 INPUT BNCコネクタ シリアルデジタルビデオ信号を入力します

16 RS-232 9ピンコネクタ PC又はリモートコントローラーに接続します

17 PROG/RS-485スイッチ
PROG DIPスイッチは、ファームウェアアップグレードを有効にします
RS-485 TERM DIPスイッチは、120ΩのRS-485ラインを終端します

18 RS-485ポート
ピンB(-)とA(+)はRS-485用です
ピンGは、シールド(必要な場合)に接続します

19 Ethernetポート LANを通してPCまたは他のシリアルコントローラと接続します

20 MACH＃設定スイッチ ユニットのマシンアドレスを設定するためのDIPスイッチ1-4です

21 Ethernetリセットボタン
Ethernetの設定を工場出荷状態に戻します1
IPアドレス：192.168.1.39、Mask：255.255.0.0、Gateway：0.0.0.0

22 OUTPUT BNCコネクタ シリアルデジタルビデオ信号を出力します

23 REMOTE IR ミニジャック
IRリモートコントローラ(フロントパネルIRレシーバーを使う代わりに)経由でマシンをコント
ロールするための外部のIRレシーバーユニットに接続します2

24 ACインレット ユニットに電源を供給するヒューズ付き電源コネクタです

25 電源スイッチ 電源のON/OFFスイッチです

テーブル1：　フロントパネル　VS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックススイッチャー

テーブル2：　リヤ・パネル　VS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックススイッチャー
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4.1 IRトランスミッターの使用

フロントパネルの内蔵のIRレシーバー経由で、または代わりにオプションの外部のIRレシーバー1

経由でマシンをコントロールするために、RC-IR3 IRトランスミッターを使うことができます。

外部のIRレシーバーは本機から15メートル離れて設置することができます。

この距離は3本の延長ケーブル2によって最長60メートルまで延長することができます。

外部のIRレシーバーを使用する前に、リヤ・パネルのREMOTE IRが3.5mmコネクタによって内部IR

接続ケーブル3を接続するようにクレーマー販売店に、必ず手配してください。

外部IRレシーバーをREMOTE IR3.5mmのコネクタに接続します。

1 モデル： C-A35M/IRR-50

2 モデル： C-A35M/A35F-50

3 P/N: 505-70434010-S

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher
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VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher

5 VS-88HDXLのラック実装

1U ユニットのラックへの実装方法について
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1. VS-88HDXLに接続する前に、各機器の電源スイッチをOFFにしてください。 VS-88HDXLを接続した後に電源スイッチを入れ、それから、

各機器の電源スイッチを入れます。

2. 図2には表記されておりません。

3. 押すと終端されます。 他のユニットに延長する場合はリリースします。

4. 本機に同梱された電源コードのみをご使用ください。

6 VS-88HDXLの接続

このセクションではVS-88HDXLをシングルリンクモード (セクション6.1参照)、またデュアル

リンクモード では(セクション6.2参照)ではどのように接続するかを記述します。

6.1 シングルリンクモード接続

図2の例が示しているように、VS-88HDXLは8つのSD/HD/3G HD-SDI出力のすべてに8入

力のSD/HD/3G HD-SDIのうちの1つをスイッチングすることができます。

VS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックススイッチャを接続するために、以下1をします。

1. 最高8つまでのSDIソースをSDI INPUT BNCコネクタ(例えばINPUT1にHD/SDカメ

ラとINPUT8にSDIプレーヤー)に接続します。

2. SDI OUTPUT BNCコネクタを最高8出力までのSDI 機器（例えばノンリニア編集機

へのOUTPUT1とHD SDIディスプレイへのOUTPUT8）に接続します。

3. DIPスイッチ(セクション6.4.2参照)をセットします。

4. オプションとして2

• GENLOCK BNCコネクタにゲンロックソースを接続します

• システム中の次のユニットのGENLOCKコネクタへのLOOP BNCコネク

タとループ接続3するために終端ボタンをリリースします。

5. PC and/or コントローラ（必要であれば）を接続します

• RS-232ポート(セクション6.4参照）、and/or
• RS-485ポート(セクション6.5参照）、and/or
• ETHERNETコネクタ(セクション6.7参照）

6. 電源コード4を接続します。

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher
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図2： VS-88HDXL 8x8 3G SD/HD-SDIマトリックススイッチャの接続

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher
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6.2 デュアルリンクモード接続

VS-88HDXLのデュアルリンクモードでは、4組のデュアルリンクSDI出力の全てに4組の

デュアルリンクSDI入力のどれでもスイッチング可能なデュアルリンクモードで使うことがで

きます。例として図3と図4に示します。1

デュアルリンクモードでVS-88HDXL 3G HD/SD-SDIマトリックススイッチャを接続するため

には以下2となります。

1. 最大4組までのSDIソースをデュアルリンク入力 BNCコネクタに接続します。 例えば

デュアルリンク1(入力1と2)へのデュアルリンクHD/SDカメラとデュアルリンク4(入力

7と8)へのデュアルリンク3G HDビデオ・サーバー。

2. SDI 出力BNCコネクタを最大4組までのSDI機器に接続します。例えばデュアルリン

クプレビューディスプレイへのデュアルリンク出力3(出力5と6)とデュアルリンクHD 
SDIミキサーへのデュアルリンク出力4(アウトプット7と8)。

3. DIPスイッチ(セクション6.4.2参照)をセットします。

4. オプションとして3

• GENLOCK BNCコネクタにゲンロックソースを接続します

• システム中の次のユニットのGENLOCKコネクタへのLOOP BNCコネクタと

ループ接続4するために終端ボタンをリリースします。

5. PC and/or コントローラ（必要であれば）を接続します

• RS-232ポート(セクション6.4参照）、and/or
• RS-485ポート(セクション6.5参照）、and/or
• ETHERNETコネクタ(セクション6.7参照）

6. 電源コード5を接続します。

7. 本機をデュアルリンクモードにセットします。(セクション6.3参照)

注： デュアルリンクモードの中で、両方のインプットが接続されている時に、最初のインプッ

トステータスLEDだけが点灯します。 例えば、インプット3と4がデュアルリンクとして接続さ

れているならば、インプットステータスLED3だけが点灯します。

1. リアパネルの図にはデュアルリンクの接続で表記されておりません。

2. VS-88HDXLに接続する前に、各機器の電源スイッチをOFFにしてください。 VS-88HDXLを接続した後に電源スイッチを入れ、それから、

各機器の電源スイッチを入れます。

3. 図2には表記されておりません。

4. 押すと終端されます。 他のユニットに延長する場合はリリースします。

5. 本機に同梱された電源コードのみをご使用ください。
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図3： VS-88HDXL デュアルリンク入出力

図4： VS-88HDXL 3G HD/SD-SDIマトリックススイッチャのデュアルリンク接続
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6.3 動作モードの設定

デュアルリンクモードに入るには：

• フロントパネルのOFFボタンを7セグメント表示が4つのデュアルリンク機器がディス

プレイの第1から4出力と残り4出力に“ｄｌ”を表示するまで3秒間押し続けます。

デュアルリンクモードを終了するには：

• フロントパネルのOFFボタンを7セグメント表示が全8出力に機器をディスプレイに表

示するまで3秒間押し続けます。

注意：

1. 本機は電源断された後または再起動した後でも、直前のモードになります。 上記の

手順を実行した後に変更されます。

2. エラーサイン“Ξ” は不適切な構成に切り換えた時に表示されます。 スイッチング

の間に瞬間的に出現することもあります。1

6.4 RS-232ポートの接続

.
例えばPCを使って、RS-232接続でVS-88HDXLと接続することができます。 ヌルモデムア

ダプター接続は必要とされていませんので注意してください。

RS-232経由でVS-88HDXLと接続するには：

• VS-88HDXLのリヤ・パネルRS-232 9ピンDサブポートから、9ピンストレートケーブ

ル(2ピンと2ピン、3ピンと3ピン、5ピンと5ピンのみ、接続する必要があります)でPC
のRS-232 9ピンDサブポートに接続します。

6.4.1 マシン番号の決定

各ユニットはユニークなマシン#によって識別されなければなりません。 テーブル3に従って

マシン#を決定します。

• 単体で使う時は、本機をマシン#1にセットします。

• マスター機はマシン#1でなければなりません。

複数のVS-88HDXLユニットを接続する時には、異なるマシン#を各ユニットに設定します。

各ユニットには連続の番号を付ける必要はありませんが、各ユニットはユニークなマシン番

号にしなければなりません。

1 この場合無視できます。
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注： アドレスを変更した後に、機器は、電源オフ、オンにてリセットしてください。

6.4.2 ディップスイッチの設定

RS-232またはRS-485ポート経由でユニットをコントロールする時に、ユニット背面のDIP
スイッチをセットします。 図5とテーブル4はDIPスイッチ2の設定について示します：

1 2 3 4
ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

マシン＃ ディップスイッチ

1(単体又はマスターユニット)

テーブル3： マシン# ディップスイッチ設定

ディップスイッチ 機能 内容

RS-485 Term RS-485ライン終端 OFF：　RS-485ラインの終端無し
ON：　RS-485 120Ωライン終端

ＰＲＯＧ ファームウェアアップデート ONに設定にてデバイスファームウェアのアップデート

MACH＃1, 2, 3, 4 マシンアドレス設定 マシン＃の設定(セクション 6.4.1参照)

1 単体またはマスタユニットはアドレス0又は1を持つことができます。

2 デフォルトアドレスは、0(すべてのDIPスイッチはオフ)です。

テーブル4： ディップスイッチ設定

図5： ディップスイッチ設定

1
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RS-485TERM DIPスイッチは、RS-485ポートに接続されている時のみ 使用します。(セク

ション6.4.2). RS-485ラインの上の最初と最後のユニット(例えばコントローラと最後のVS-
88HDXL)はターミネートしなければなりません；

その間のユニットはターミネートしないでください。

ファームウェアをアップデートするときのみPROG DIPスイッチオンにセットし、それ以外はス

イッチを必ずオフにしてください。

6.5 PCまたはコントローラのRS-485ポート接続

VS-88HDXLは、RS-485ポートをもつどのような機器(例えばPC)から最長1200メートル

(3900ft) の距離からRS-485ポート経由で操作することができます。 良好な通信のため、

RS-485マシン番号とバス終端を設定してください。

RS-485ポートを持つ機器をVS-88HDXLに接続するには：

• PCのRS-485ポートのA(+)ピンを、VS-88HDXLリヤパネルのRS-485ポートのA(+)ピ
ンに接続します。

• PCのRS-485ポートのB(-)ピンを、VS-88HDXLリヤパネルのRS-485ポートのB(-)ピン

に接続します。

• PCのRS-485ポートのGピン、をVS-88HDXLリヤパネルのRS-485ポートのGピンに接

続します。

6.5.1 マシンアドレススイッチの設定

アドレスDIPスイッチをセットするには：

• DIPスイッチをアドレス0または1に設定することによって、マスタマシン#1をマスタユ

ニットに割り当てます。

• VS-88HDXLの各スレーブユニットには、テーブル3を使って2から15のユニークなマシ

ン#を割り当てます。 各ユニットには連続の番号を付ける必要はありませんが、各ユ

ニットはユニークなマシン番号にしなければなりません。

6.5.2 ライン終端の設定

正しい動作を保証するために、RS-485ラインは両端で終端しなければなりません。 マスタ

ユニットはラインのどの位置に置かれる場合であっても、それがラインの終端のときは、終

端スイッチをオンにしてください。

ラインの終端を、図5に例示します：

• RS-485ラインの終端に置かれたVS-88HDXLは、RS-485TERM DIPスイッチをオンに

します。

• ラインの中に置かれた他のすべてのVS-88HDXLでは、RS-485TERM DIPスイッチを

オフにします。
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NTSC＠60HzＩＮ5NTSC＠60Hz

PAL 50HＩＮ4PAL＠50Hz

720P 60HＩＮ3720p＠60Hz

1080 50HＩＮ21080i/p＠50Hz

1080 60HＩＮ11080i/p＠60Hz

表示長押し3秒設定

6.6 Genlock基準信号の設定

ゲンロック機能はGENLOCKリファレンスインプット1のタイミングに従って、INPUTされたビデオ
信号を切り換えます。

1. GENLOCK入力にケーブルを接続します。
2. GENLOCKタイミングを設定するために、以下の表から適切なインプットボタン2を3秒

間押し続けます。

テーブル5： ゲンロック設定

注： 電源をONにしたとき、最後にストアされた設定が、7セグメントディスプレイに表示されます。

6.7 イーサネットポートの接続

以下の方法でVS-88HDXLをイーサネット経由で接続することができます：
• PCと直接接続する場合は、クロスケーブル(セクション6.7.1)を使います。
• ネットワークハブまたはネットワークルータ経由の接続には、ストレートケーブルを使

います(セクション6.7.2）

6.7.1 イーサネットポートポートを直接PCに接続する場合

VS-88HDXLのイーサネットポートをRJ-45コネクタを持つクロスケーブルを使ってPCの
イーサネットポートに接続することができます。

イーサネットポートを接続した後に、次の通りPCを設定します：

1 SMPTE RP-168による。 入力ソースは、きれいにスイッチングするために、GENLOCK入力信号にGENLOCKされていなけ

ればなりません。

2 SD-SDIが入力されている場合、ユニットは自動的に検出します。

3 デフォルトIPアドレスは192.168.1.39です。

このタイプの接続は、初期設定の際に、
VS-88HDXLの工場デフォルトIPアドレス3の確認に推奨します。
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1. デスクトップの上のマイネットワークアイコンを右クリックします。
2. プロパティを選びます。
3. ローカルエリア接続プロパティを右クリックします。
4. プロパティを選びます。

ローカルエリア接続プロパティウィンドウが表示されます。
5. インターネットプロトコル(TCP/IP)を選び、プロパティボタン(図6を見ます)をク

リックします。

図6： ローカルエリア接続のプロパティウィンドウ

6. 以下のIPアドレスを使用して、図7に例示するように入力します。
7. OKをクリックします。

図7： インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティウィンドウ
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6.7.2 ネットワークハブ経由のイーサネットポート接続

VS-88HDXLのイーサネットポートをRJ-45コネクタのストレートケーブルを使用して、ネッ
トワークハブまたはネットワークルータのイーサネットポートに接続することが
できます。

6.8 イーサネットポートの設定

イーサネットポートを設定するために、
デバイスプロパティ イーサネット コンフィギュレーション ソフトウェアをダウンロードします。
Device Properties Ethernet configuration software
http://www.kramerjapan.com/support/download.asp?f=30115

フォルダにファイルを解凍し、デスクトップ上にショートカットを作成します。

以下の手順に従いポートを設定します：

1. デスクトップアイコンをダブルクリックします。
Connectスクリーンが次の通り現れます：

2. VS-88HDXLのイーサネットポートと接続する方法を選びます。

選択：
・ Ethrnet： IPアドレス1 またはマシン名を知っている場合

マシンのデフォルト名は以下となります
KRAMER_XXXX 2

・ Serial： シリアルポート経由で接続されているならば連続

1 デフォルトIPアドレスは192.168.1.39です。

2 4桁はマシンのシリアル番号の最後の4桁です。

図8： Connectスクリーン
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3. OKをクリックします。
機器プロパティウィンドウが出現します：

4. 必要ならば、変更して、Setを押します。 もしそうでなければ、Closeをクリックします。

6.9 イーサネットポート経由のコントロール

RS-232/RS-485、またはイーサネット経由でクレーマーKルータアプリケーションを使って
VS-88HDXLをコントロールすることができます。

RS-232またはイーサネット経由でスタンドアロンのユニットをコントロールしているならば、
マスタ(マシン＃1)としてユニットを設定します。 セクション6.4.1参照

.

6.10 イーサネットリセットボタンの使用

工場デフォルトにイーサネットパラメータをリセットするには：

1. ETHリセットボタンを押す間に、電源スイッチオフ、それからオンします。
2. ユニットはパワーアップし、工場デフォルト値をメモリーにロードします。
3. ユニットはまたストアされたすべてのプリセットを消去し、デフォルトプロトコル3000に

戻り、7セグメントディスプレイの上に「F-rst」を表示します。

図9： 機器プロパティウインドウ
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7 VS-88HDXLの操作

VS-88HDXLは次の方法で操作することができます：

• フロントパネルボタン

• RS-232/RS-485シリアルコマンド

PC、または他のシリアルコントローラ、タッチスクリーンシステムなど

• RC-IR3赤外線リモートコントロール

7.1 フロントパネルからVS-88HDXLを操作

以下の操作は、フロントパネルボタンから行います。

7.1.1 電源ON時のディスプレイ表示

VS-88HDXLの電源を入れた時に、ディスプレイは短時間4桁のファームウェアバージョン

番号、ゲンロックタイミング設定を表示して、そのあと通常の操作ディスプレイになります。

7.1.2 AT ONCE／CONFIRMモードについて

AT ONCEまたはCONFIRMモードのどちらかを選択します。

VS-88HDXLがAT ONCEモードの中で動作する時に、OUT-IN組み合わせを押すことで

直ちにスイッチングします。 CONFIRMモードでは、TAKEボタンが押されるまで、変化は

起こりません。

AT ONCEモードでは即座に実行し、操作の確認を全く必要としないため、より速いモード

です。 しかし、誤操作の防止はされません。

CONFIRMモードでは：

• いくつかのアクションをキー入力し、それから、同時に複数のスイッチングをさせるた

めに、「TAKE」ボタンを押してそれらを確認できます。

• すべてのアクションは、人為的なミス(間違ったボタン操作)を防ぐため、確認が必要

になります。

• ユーザーがアクションを確認するまで、実行されません。

7.1.3 AT ONCEモードの操作

AT ONCEモードで入力から出力へのスイッチするために、以下の手順となります：

1. OUT セレクトボタン1またはALLボタンを押します。7セグメントディスプレイが点滅しま

す。

1 1から8
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2. IN セレクトボタン1またはOFFボタン1を押します。

選ばれた入力は選ばれた出力に切り換ります。 7セグメントディスプレイの所定の桁

が変更に応じて表示されます。

7.1.4 AT ONCE／CONFIRMモード切換え

AT ONCEとCONFIRMモード間の切換えは、以下のようにします：

1. AT ONCEモード(TAKEボタンは点灯していない)から、CONFIRMモード(TAKEボタ

ンが点灯) への切換えはTAKEボタンを押します。アクションはユーザー確認を必要

とし、TAKEボタンが点灯します。

2. CONFIRMモードからAT ONCEモードに戻すには点灯したTAKEボタンを押します。

TAKEボタンは消灯し、以降は各アクションのユーザー確認は必要としません。

7.1.5 CONFIRMモードの操作

CONFIRMモードの中で切換えるには、TAKEボタンが点灯しているときに、以下のよう

にします：

1. OUT-IN組み合わせを押します。7セグメントディスプレイが点滅します。2

2. アクションを確認するため、TAKEボタンを押します。7セグメントディスプレイは、点滅

が止まり、点灯したままになります。

.
いくつかのアクション(CONFIRMモードで)を確認するために、以下のようにします：

1. 各OUT-INの組み合わせを順に押します。7セグメントディスプレイが点滅します。

2. すべてのアクションを確認するため、TAKEボタンを押します。7セグメントディスプレ

イは、点滅が止まり、点灯したままになります。

7.1.6 入出力設定の保存

最高16までの設定を、8つのINセレクトボタンと8つのOUT セレクトボタンを使って、プリ

セットとしてメモリーに保存し、また読み出すことができます。

現在の設定を保存するには、以下のようにします：

1. STOボタンを押します。STOボタンはフラッシュします。

2. 1組のIN / OUT セレクトボタンを押します。現在の設定が選ばれたプリセット#のメモ

リーに保存されます。

1 即時の切り替えのために

2 タイムアウトは10秒の間続きます。
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7.1.7 入出力設定の読み出し

入出力設定を読み出すには、以下のようにします：

1. RCLボタンを押します。RCLボタンは点滅します。

2. 所望のIN / OUT セレクトボタン(プリセット#と一致しているボタン#)を押します。選ば

れたプリセット設定がメモリーから読み出されます。

注： 無効の設定を読み出すとエラー 表示します(セクション7.1.10)

8つの入出力設定のどれが、望んでいるものであるかを思い出すことが

できない場合は、VS-88HDXLをCONFIRMモードに設定し、手動で、それを突き止める

まで、すべての入出力設定をスキャンします。

7.1.8 フロントパネルのロック

現在の設定から望まない設定に変更されることを防止するために、フロントパネルボタン

をロックします。

• フロントパネルをロックするには、3秒間LOCKキーを押し続けます。LOCKキーが点

灯し、フロントパネルキー操作が無効になります。

• フロントパネルのロックを外すには、点灯するLOCKキーを消灯するまで押し続けま

す。フロントパネルキー操作が有効になります。

7.1.9 制御プロトコル

KRAMER2000、または初期設定のKRAMER3000プロトコルにより、VS-88HDXLを操作

することができます。

• 初期設定のプロトコル3000の代わりにKRAMER2000プロトコルを選ぶは、LOCKと

OUT2を同時に押します。変更が正しく設定されると、LOCKは短時間点灯します。

• KRAMER3000プロトコルに戻すには、LOCKとOUT3を同時に押します。変更が正し

く設定されると、LOCKは短時間点灯します。

7.1.10 エラー表示

2つのボタンの同時押しや、無効な設定#が読み出しで設定されるなど、フロントパネルの

ボタンが誤って押された場合、以下のエラー表示がされます：

• STO、RCL、LOCK、およびTAKEボタンがすべて1秒間一緒に点滅し、それらの元の

状態に戻ります。

エラーが表示された場合、前の操作をリトライするか、新たな操作を選びます。
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7.2 シリアルコマンドの使用

シリアルコマンドを使って、VS-88HDXLを操作するために、クレーマーは、コントロールソ

フトウェアを提供します。 クレーマーエレクトロニクスウェブサイトから、フリーソフトをダウ

ンロードすることができます。

7.3 赤外線リモートコントローラの使用

VS-88HDXLをRC-IR3赤外線リモートコントローラを使用して操作するには、リモートコン

トローラに同梱されたユーザーマニュアルをご覧ください：

.
• リモートコントローラでは、シングルまたはデュアルモード操作の設定やゲンロックタイ

ミングを変更したりすることはできません。 これらはフロントパネルからのみ操作可能

です。

• IRリモートでは、OUT1からOUT8と同じプリセットされた8つの設定から設定ができる

のみです。

8 技術仕様

VS-88HDXL技術仕様はテーブル6を参照ください：

入力： 8 SMPTE-259M、344M、292M、372M、424M シリアルビデオ　75Ω BNCコネクタ

出力： 8 SMPTE-259M、344M、292M、372M、424M シリアルビデオ　75Ω BNCコネクタ

最大出力レベル： 800mvpp/75Ω

データレイト： 最高　2.97Gbps

制御： フロントパネル、RS-232、RS-485、ETHERNET、IRリモート

電源： 100-240VAC、50/60Hz 24VA

外形寸法： 483 x 178 x 44.5 mm (幅 x 奥行 x 高さ）

質量： 2.6kg approx.

付属品： 電源コード、IRリモートコントローラー

オプション： 外部リモート lR レシーバーケーブル

1 クレーマーウェブサイトをご覧ください： www.kramerjapan.com

2 仕様は予告なく変更することがあります。

テーブル6： VS-88HDXL 技術仕様2

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher



VS-88HDXL REV2 J02727

9 P3Kウィザード

P3Kは、クレーマーソフトウェアプログラムで、機器ファームウェアをアップグレードし、機

器パラメータをアクセスし変更するためのです。

P3Kプログラムは、www.kramerjapan.comでダウンロードすることができます。

9.1 機器パラメータの変更

機器パラメータを変更するには、以下のようにします：

1. 以下の接続のいずれか1つを使って、PCをVS-88HDXLに接続します：

• セクション6.4で説明された、PCのRS-232 9ピンDサブポートからVS-88HDXLにシリ

アル・ケーブルを接続します。

• PCのイーサネットポートからVS-88HDXLのイーサネットポートをRJ-45イーサネット

ケーブルで接続します。

2. デスクトップアイコンP3Kウィザードをダブルクリックすることによって、P3Kウィザード

を開きます。

P3Kウィザードスクリーンが現れます1：

図10： P3K ウィザードスクリーン

3. Connectウィンドウを開くために、Connectボタンをクリックします。

1 このマニュアルのスクリーンはプロセスの例です。 実際のスクリーンはそれらの内容により異なります。

VS-88HDXL  8x8 3G SD/HD-SDI Matrix Switcher



VS-88HDXL REV2 J02828

図11： Connect ウィンドウ

4. 適切な接続タイプを選びます：

Ethernet BY IP、BY NAME、またはSERIAL/USBを選択してOKをクリックします。

Connectウィンドウが消えて、機器プロパティウィンドウが表示されます。
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図12： 機器プロパティウィンドウ

5. 必要に応じて、白いフィールドのパラメータを変更し、SETをクリックします。

9.2 VS-88HDXLファームウェアのアップデート

VS-88HDXLは、マイクロコントローラーを使用しており、フラッシュメモリに置かれた

ファームウェアで動作しております。

ファームウェアとインストール手順の最新バージョンは,
www.kramerejapan.com からダウンロードすることができます。
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